
【研究に関する情報】 

研究課題名 鶏卵卵黄 FPIESに対する pakupa®使用負荷試験の有用性：検査法変更前

後でのアウトカム比較 

研究責任者 <所属(診療科等)>アレルギー科 

<職名・氏名>医師 德永 舞 

研究期間 2026年 2月 27日（倫理委員会承認日）～2027年 3月 31日 

研究の目的 2025年度から鶏卵卵黄の FPIES患者さんに対して pakupa®（フリーズド

ライ卵黄）による負荷試験を開始しました。従来の負荷試験方法、指導

と比較し負荷試験の陽性率や、負荷試験後の経過を比較し適切な負荷

量、指導を検討する目的です。 

研究の方法 ＜対象となる患者さん＞ 

鶏卵に対する食物蛋白誘発胃腸炎（FPIES）の患者さんで、2019 年 4月 1

日から 2026年 2月 28日の間に卵黄の食物経口負荷試験をうけた方 

<研究に用いる試料・情報の種類> 

カルテの診療録より、年齢、性別や FPIES発症月齢、負荷試験日、負荷量、

負荷試験結果、症状の経過などを確認し、個人情報が特定されない形（匿

名化）したうえで使用します。 

 

＜外部への試料・情報の提供＞ 

なし 

問い合わせ先 

 

この研究への参加は任意です。あなたの自由な意思が尊重されます。上記

の研究に試料または情報を利用することをご了解いただけない場合は、下

記へご連絡ください。 

なお、研究不参加を申し出られた場合でも、なんら不利益を受けることは

ありません。ただし、申し出をいただいたとき、すでに研究成果が論文な

どで公表されていた場合や、試料や情報が匿名化されて個人が全く特定で

きない場合などには、結果を廃棄できないこともあり、引き続き使わせて

いただくことがあります。 

 

<研究責任者>  

長野県立こども病院  

アレルギー科副部長 德永 舞 

〒399-8288 長野県安曇野市豊科 3100 

電話：0263-73-6700(代)  臨床研究支援室 

ファックス：（0263）73-5432 

 


